
良い店には良い職人がいる。これが「京都らしさ」なのだろうか。
本物を知る「京おんな」のためのフリーマガジン。

2019
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堀
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川丸太町
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1	

キ
ム
兄
の
京
都
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あ
る
あ
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Ｏ
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ゼ
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日
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…
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西
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京
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堀
川
丸
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ギ
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京
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局
か
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知
ら
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上
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エ
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セ
ン
ス
…
…
…
…
…
…
…
Ｃ
Ｏ
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Ｏ
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Ｋ
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Ｓ
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京
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祝
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…
…
…
…
…
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京
都
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21	

縁
の
下
の
力
も
ち
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…
…
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工
業

22	
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つ
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学
び
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コ
ー
ル
体
験
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…
…
…
…
…
…
ワ
コ
ー
ル
ス
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デ
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ホ
ー
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京
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23	

も
っ
と
・
ひ
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が
る
古
典
落
語
の
た
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し
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…
…
…
…
…
…
…
元
廣

24	

京
都
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
【
漆
の
世
界
】
…
…
…
…
…
…
…
川
崎
機
械
工
業

25	

将
棋
の
コ
マ
か
い
話
…
…
…
…
…
…
…
京
つ
け
も
の	

も
り

26	

イ
シ
ダ
の
大
学
☆
レ
ポ
ー
ト

28	

「
ホ
テ
ル	

エ
ル
シ
エ
ン
ト
京
都
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
…
…
…
…
…
…
…
エ
ル
イ
ン
京
都

29	

京
都
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
【
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美
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】
…
…
…
…
…
…
…
井
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30	

ハ
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ケ
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イ
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…
…
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…
…
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ウ
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ハ
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０
０
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に
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…
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…
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Ｏ
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Ｎ
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ニ
ュ
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…
…
…
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…
…
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油
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カ
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サ
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…
…
…
…
…
…
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マ
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…
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京
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つ
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ぐ
フ
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屋
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…
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京
都
で
ん
き
マ
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よ
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京
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リ
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シ
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ラ
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3
2

京
都
の
音
楽
好
き
な
ら
、
そ
の
名
を
知
ら
ぬ

者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
京
都
を
代
表
す
る
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
の
ひ
と
つ
、
拾じ
っ

得と
く

。
ア
マ
チ
ュ
ア
か

ら
ビ
ッ
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ま
で
、
今
夜
も
誰
か

が
ス
テ
ー
ジ
で
シ
ャ
ウ
ト
し
て
い
る
。

１
９
７
３
年
に
こ
の
場
を
つ
く
っ
た
の

は
、
テ
リ
ー
さ
ん
。
カ
ウ
ン
タ
ー
で
見
か
け
る
、

キ
ャ
ッ
プ
を
目
深
に
か
ぶ
っ
た
あ
の
人
だ
。

父
親
の
退
職
金
を
材
料
費
に 

仲
間
た
ち
と
手
づ
く
り

「
卒
業
し
た
と
き
の
高
校
は
、
福
岡
市
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
テ
リ
ー
さ
ん
は
、
親
の
都
合

で
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
九
州
中
で
引
っ
越

し
を
重
ね
た
。「
あ
い
つ
、
ギ
タ
ー
弾
け
る
ん

だ
っ
て
」
は
転
校
生
に
と
っ
て
、
す
ぐ
に
友
達

が
で
き
る
魔
法
の
言
葉
だ
。
高
１
で
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
に
参
加
し
た
。

立
命
館
大
学
へ
進
学
し
た
が
、
時
代
は
全
共

闘
ま
っ
さ
か
り
。「
付
和
雷
同
で
デ
モ
に
行
っ

て
」
卒
業
直
前
で
中
退
す
る
。
当
時
、
同
棲
し

て
い
た
彼
女
は
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
最
愛
の
妻
だ
。

大
学
時
代
は
３
年
間
、
ジ
ャ
ズ
喫
茶
「
シ
ャ

ン
ク
レ
ー
ル
」
で
バ
イ
ト
し
た
。「
村む
ら

八は
ち

分ぶ

」

の
チ
ャ
ー
坊
（
柴
田
和
志
さ
ん
）、
「
裸
の
ラ

リ
ー
ズ
」
の
水
谷
孝
さ
ん
、
フ
ォ
ー
ク
シ
ン

ガ
ー
の
高
田
渡
さ
ん
。
時
代
を
リ
ー
ド
し
た
カ

リ
ス
マ
た
ち
が
つ
な
が
る
場
だ
っ
た
。

20
歳
の
頃
、
下
鴨
に
あ
っ
た
ロ
ッ
ク
喫
茶

「
マ
ッ
プ
」
に
出
入
り
し
て
い
た
。
夜
は
ス

テ
ー
ジ
で
歌
っ
て
い
た
が
、
数
か
月
休
ん
だ

ら
、
歌
の
う
ま
い
男
に
そ
の
座
を
取
ら
れ
、
泣

き
な
が
ら
帰
っ
た
。
マ
ス
タ
ー
曰
く
「
お
前
と

違
っ
て
、
音
楽
で
食
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

奴
」
は
仲
間
に
な
っ
た
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
豊
田
勇
造
さ
ん
だ
。

22
歳
で
自
分
の
店
「
賁ふ
ん

」
を
経
て
、
拾
得
の

創
業
時
に
は
豊
田
さ
ん
た
ち
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

父
親
の
退
職
金
２
０
０
万
円
を
材
料
費
に
し

て
、
テ
リ
ー
さ
ん
と
７
人
の
仲
間
た
ち
は
無
償

で
壁
を
塗
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
樽
の
蓋

を
テ
ー
ブ
ル
に
し
て
、
酒さ
か

蔵ぐ
ら

を
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

に
改
造
し
た
。
欲
し
か
っ
た
の
は
「
音
楽
を
す

る
人
の
た
め
の
遊
園
地
」。
１
９
７
３
年
、
テ

リ
ー
さ
ん
が
24
歳
の
と
き
だ
。

好
き
な
の
は
英
語
の
歌 

そ
し
て
女
性
と
オ
ー
ト
バ
イ

近
年
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
登
竜
門
と
し
て

拾
得
は
語
ら
れ
が
ち
だ
が
、
テ
リ
ー
さ
ん
は

ま
っ
た
く
そ
の
意
識
は
な
い
と
話
す
。
実
際
、

ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
の
固
有
名
詞
は
、
テ
リ
ー
さ
ん

の
口
か
ら
は
つ
い
ぞ
出
て
こ
な
い
。

「
拾
得
は
好
き
な
こ
と
を
す
る
小
屋
で
す
。

そ
の
人
が
自
分
で
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ら
そ
れ
で
い
い
。
自
分
が
や
り
た
い
音
楽
で

人
気
が
出
た
ら
い
い
ね
」。

拾
得
に
い
る
と
Ｊ
─
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
最
先
端
と
付

き
合
う
け
れ
ど
、
テ
リ
ー
さ
ん
が
一
番
好
き
な

の
は
英
語
の
歌
だ
。
家
に
い
る
と
き
は
ギ
タ
ー

を
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
手
放
さ
ず
、
爪
弾
く
。

「
音
楽
が
好
き
、
っ
て
だ
け
で
す
。
で
も
ね
、

音
楽
は
人
生
を
彩
る
ほ
ん
の
一
部
。
女
性
も

オ
ー
ト
バ
イ
も
好
き
だ
よ
」。

こ
の
力
の
抜
け
具
合
、
も
し
か
し
た
ら
テ

リ
ー
さ
ん
は
音
楽
の
神
様
か
ら
寵ち
ょ
う

愛あ
い

を
受
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
音
楽
好
き
の
誰
も
が
、

テ
リ
ー
さ
ん
の
拾
得
で
は
公
平
に
扱
わ
れ
る
。

音楽が好き、
ってだけです

１・２／年季の入った店内。2018 年の
山下達郎さんのライブは立ち見の満席で
盛り上がった。「達郎さんは雲上の人に
なってんやろうなと思ったけど、『さすが
達郎！レコードマニア』って楽屋で盛り
上がったよ」。入口には所せましとライ
ブ情報。３／拾得の入り口は酒蔵のまま。

「昔、突然ヤンキー４人が入ってきて『や
らせてほしい』っていうわけ。宇崎竜童
の『ダウン・タウン・ブギウギ・バンド』
だったよ」。

京都の音楽カルチャーを支える、ライブハウス。

「拾得は好きなことをする小屋です。
やりたい音楽で人気が出たらいいね」

Coffee House 拾得　店長　テリーCOFFEE HOUSE JITTOKU

T
E
R
R
Y

最寄りバス停は「堀川丸太町」

Coffee House 拾得

京都市上京区大宮通下立売下る菱屋
町815／ ☎075-841-1691／17時
半～24時（ライブ時間19時～21時）
／無休

1
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4

5

「
地
元
で
は
『
変
わ
っ
た
子
』
扱
い
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
辺
り
は
も
の
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
や
っ
と
仲
間
に

会
え
た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
」。

自
然
あ
ふ
れ
る
滋
賀
県
の
伊
吹
山
の
麓
で
育

っ
た
北
川
学
さ
ん
と
真
依
子
さ
ん
。
ふ
た
り
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
い
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー
夫
婦
だ
。
　

「
実
は
米
原
に
あ
る
中
学
校
の
同
級
生
な
ん

で
す
。
２
ク
ラ
ス
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

中
学
生
の
時
は
話
し
た
こ
と
が
な
く
て
。
卒
業

し
て
か
ら
同
級
生
同
士
が
集
ま
る
機
会
が
あ
り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
。
付
き
合
っ
て
い
た
期
間

は
17
年
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
」
と
、
顔
を
見
合
わ

せ
て
照
れ
く
さ
そ
う
に
微
笑
む
。

同
じ
も
の
を
見
て
、
そ
こ
に 

宿
る
美
を
共
有
し
て
き
た

お
互
い
に
古
い
も
の
が
好
き
で
、
10
代
の
頃

か
ら
骨
董
屋
に
足
を
運
ん
で
は
審
美
眼
を
磨
い

て
き
た
。
30
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
真
依
子
さ
ん
が

町
家
暮
ら
し
に
憧
れ
て
京
都
に
移
住
。
た
ま
た

ま
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
阪
の
会
社
を
退
職
し

た
学
さ
ん
も
京
都
に
住
ま
い
を
求
め
、
同
じ
屋

根
の
下
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
学
さ
ん
の

事
務
所
が
あ
っ
た
場
所
が
西
陣
で
、
結
婚
後
の

新
居
を
探
し
て
い
る
最
中
、
ご
近
所
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
た
の
が
こ
の
古
民
家
だ
っ
た
。

「
床
を
剥
が
し
た
ら
き
れ
い
な
土
間
が
出
て

き
た
ん
で
す
。
一
度
は
自
分
た
ち
で
改
修
し
て
、

2
度
目
は
業
者
さ
ん
に
お
願
い
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
も
ら
っ
て
今
に
至
り
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
業

の
か
た
わ
ら
、
真
依
子
さ
ん
が
骨
董
カ
フ
ェ

を
営
ん
で
い
た
が
、
学
さ
ん
が
撮
影
用
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
き
た
古
道
具
が
増
え
た
た

め
、
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ

と
に
。
現
在
は
仮
営
業
中
の
店
内
に
は
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
の
ア
イ
テ
ム
が
並
ぶ
が
、
よ
く
あ
る
雑

貨
店
と
は
少
し
様
子
が
違
う
。
肩
書
き
に
は

m
usic,	design	&

	arts
と
い
う
３
つ
の
要
素
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
妻
、
デ
ザ
イ
ン
が
僕
、
そ

し
て
共
有
部
分
の
ア
ー
ト
。
雑
貨
屋
と
は
違

う
し
、
な
に
か
、
い
い
言
い
方
な
い
で
す
か

ね
？
」
と
少
し
困
り
顔
で
話
す
学
さ
ん
。

学
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
真
依
子
さ
ん
ア
ジ

ア
の
も
の
に
心
を
惹
か
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う

だ
が
、
共
通
す
る
の
は
「
寂
び
」
の
表
情
だ
。

「
昔
は
ふ
た
り
と
も
昭
和
レ
ト
ロ
な
も
の
が

好
き
で
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
は
趣
味

も
変
わ
り
、
侘
び
寂
び
に
興
味
が
向
い
て
き
ま

し
た
。
人
の
手
で
作
ら
れ
た
も
の
が
朽
ち
果
て

る
時
と
い
う
か
、
人
工
物
と
自
然
物
の
狭
間
に

あ
る
も
の
に
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
」。

も
の
や
映
像
を
通
じ
て 

人
と
な
り
を
知
っ
て
欲
し
い

シ
ョ
ッ
プ
は
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
の
役
割

も
担
う
。
日
没
後
は
西
陣
で
水
墨
画
を
描
く
作

家
を
招
い
て
撮
影
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
作
品

を
漆
喰
の
壁
に
投
影
す
る
予
定
だ
。

「
窓
か
ら
中
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
に
、
営

業
も
夕
方
か
ら
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
も
の
を

含
め
て
、
自
分
た
ち
の
周
辺
情
報
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
場
で
も
あ
る
。
街
中
で
は
こ
う
い

う
発
想
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
４
月
６
日
。
季
節
は

春
、
ま
さ
し
く
芽
吹
き
の
時
だ
。

ミュージックが妻、
デザインが僕、

共有部分はアート

１／この空間で見ると古道具も絵
になる。２／通りに面した大きな
窓から中をのぞいても、何の店か
分からない。そんなところも興味
をそそる。３／弘法さんや天神さ
んに足を運び、コツコツと集めた
美しいもの。オープン前の 3 月 9
日・10 日にお披露目も兼ねた「め
ふくの市」を開催。オープンは午
後１時から午後 8 時まで。４／映
像の音楽は日本の伝統楽器である
琴を表現手段にする真依子さんが
担当。５／イベントの様子。

manabu

maiko

kitagawa

kitagawa

３つの顔をもつ、新時代のミクスチャー空間。

「人工物と自然物の狭間にあるものに
美しさを感じます」

music, design & arts 芽吹　北川　　学
北川真依子music,design & arts mefuku

最寄りバス停は「堀川丸太町」

music, design & arts 芽吹

京都市上京区一町目830／☎075-
205-2420／15時～20時／土日祝
のみの営業（平日は不定休のため、
なるべく事前に電話を）
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最寄りバス停は「堀川丸太町」

1
2

3

「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
と
「
写
真
家
」、
英
語
に
す

れ
ば
「Photographer

」
と
同
じ
だ
が
、
日

本
語
な
ら
で
は
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
使
い
分
け
が

あ
る
。「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
は
写
真
撮
影
の
依
頼

を
受
け
て
撮
る
人
を
指
す
。
一
方
で
「
写
真

家
」
は
写
真
作
家
で
あ
り
、
自
分
の
表
現
を
重

視
す
る
人
だ
。

横
山
隆
平
さ
ん
は
自
身
の
作
品
を
発
表
す
る
、

後
者
の
写
真
家
だ
。「
写
真
を
撮
り
続
け
る
原

動
力
は
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」
の
問
い
に
、

こ
う
答
え
た
。

「
出
か
け
る
と
き
に
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持

ち
歩
い
て
し
ま
う
。
写
真
は
、
め
し
を
食
っ
た

り
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
す
る
の
と
同
じ
、
生
の

衝
動
。
写
真
家
は
、
生
理
的
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
衝
動
が
あ
る
か
ら
、
結

局
続
け
て
る
」。

な
カ
ル
チ
ャ
ー
の
周
辺
に
い
た
く
て
、
フ
リ
ー

タ
ー
と
し
て
音
楽
ス
タ
ジ
オ
で
働
い
た
。
こ
の

頃
か
ら
自
分
が
普
段
遊
ん
で
い
た
渋
谷
区
で
、

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ナ
ッ
プ
を
撮
り
始
め
る
。

22
歳
の
と
き
、
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を

立
ち
上
げ
て
「
デ
ザ
イ
ン
で
食
い
扶
持
を
稼
ぎ
、

写
真
は
作
家
活
動
」
を
始
め
る
。

39
歳
に
な
り
、
写
真
へ
の
気
持
ち
が
強
く
な

っ
た
。
ど
こ
に
い
て
も
写
真
は
撮
れ
る
。
製
作
し

や
す
い
環
境
だ
っ
た
の
と
、
祖
父
母
の
墓
が
あ
っ

た
縁
で
、
２
０
１
８
年
京
都
に
拠
点
を
移
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
レ
ー
ベル
で 

写
真
を
元
気
に
し
た
い

写
真
で
生
き
て
い
く
と
定
め
た
横
山
さ
ん
は
、

写
真
集
を
出
版
す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
が
気
に

な
っ
た
。
写
真
集
が
売
れ
な
い
時
代
だ
。
出
版

フ
ァッション
や
音
楽
周
辺
の 

カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
写
真
へ

横
山
さ
ん
は
１
９
７
９
年
大
阪
で
生
ま
れ
た
。

育
っ
た
の
は
茨
城
県
。
ス
ケ
ボ
ー
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
音
楽
と
い
っ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
が
好
き

で
、
18
歳
で
大
阪
の
服
飾
専
門
学
校
に
進
ん
だ
。

「
モ
ヒ
カ
ン
で
紫
の
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
と
か
。

大
阪
の
ほ
う
が
、
目
立
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
精

神
の
、
ぶ
っ
と
ん
だ
服
の
奴
が
多
か
っ
た
」。

服
の
広
告
づ
く
り
の
授
業
で
写
真
に
出
会
っ

た
が
、
本
気
に
な
る
の
は
ま
だ
先
の
話
だ
。
専

門
学
校
で
は
パ
リ
に
卒
業
旅
行
に
い
く
決
ま
り

だ
っ
た
が
、
そ
の
金
を
当
時
最
新
の
ｉ
Ｍ
ａ
ｃ

の
購
入
に
充
て
た
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
作
り
を
受
注

し
て
デ
ザ
イ
ン
の
腕
を
磨
い
た
。

20
歳
に
な
り
、
あ
て
も
な
く
東
京
へ
。
好
き

社
に
「
写
真
集
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

も
、
高
額
な
自
費
出
版
し
か
応
じ
て
く
れ
な
い
。

「
な
ん
と
か
し
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
写
真
出

版
レ
ー
ベ
ル
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
プ
レ
ス
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
音
楽
業
界
の
よ
う
に
小
さ
く
て

個
性
的
な
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
レ
ー
ベ
ル
が
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
、
広
が
り
が
生
ま
れ
る
は
ず
。
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
プ
レ
ス
が
写
真
集
を
元
気
に
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
た
ら
い
い
」。

大
阪
、
東
京
に
住
ん
だ
経
験
を
も
つ
横
山
さ

ん
は
、
三
都
の
住
人
を
こ
う
比
較
す
る
。

「
東
京
は
洗
練
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。
大
阪
は

目
立
と
う
と
し
て
変
わ
っ
た
人
が
多
い
。
京
都

は
フ
ツ
ー
に
変
わ
っ
た
人
が
多
い
の
が
い
い
」。

事
務
所
を
構
え
た
の
は
、
こ
こ
堀
川
丸
太
町
。

こ
れ
か
ら
の
京
都
で
の
出
会
い
と
新
し
い
作
品

づ
く
り
に
、
横
山
さ
ん
は
燃
え
て
い
る
。

大阪、東京を経て
そして京都へ

バッファロープレス

京都市上京区椹木町通堀川西入講堂町242 
HIWADA HOUSE303

RYUHEI

YOKOYAMA

写真家が運営する写真集専門レーベル。

「生理的にシャッターを押さずにいられない
衝動があるのが、写真家」

BUFFALO PRESS バッファロープレス　代表　横山隆平

１／事務所では、今後写真づくりのワークショップも開催する予定
だ。２／バッファロープレスでは８冊の写真集を発行した。「賞の
受賞者も多い、実力派ばかりです。ウェブで写真集を販売していま
す」。３／写真をＴシャツといったグッズへの加工も始めた。写真
というコンテンツをもとにした展開が楽しい。「京都は４つも美大
があるのがいい。積極的に学生ともコラボしていきたい」。
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文
章
を
書
く
の
も
、
サ
ボ
る
の
も
、
何
を
す

る
に
も
「
喫
茶
店
」。
彼
女
に
と
っ
て
喫
茶
店

は
、「
自
分
の
居
場
所
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

２
０
１
８
年
９
月
で
丸
10
年
を
迎
え
た
「
チ

タ
チ
タ
喫
茶
」。
喫
茶
店
を
ひ
と
り
で
切
り
盛

り
す
る
店
主
の
名
前
は
、
み
よ
し
む
つ
み
さ
ん
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
店
紹
介
に
は
、
自
分
の
性
格
を

指
し
て
「
つ
ん
つ
ん
し
て
る
」
と
あ
る
。
聞
く

と
「
初
対
面
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
と
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
器
用

な
彼
女
が
喫
茶
店
を
開
く
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。

紆
余
曲
折
の
時
代 

喫
茶
店
は
癒
し
の
場
だ
っ
た

「
私
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
な
に
も
変
わ
ら

へ
ん
や
ん
っ
て
思
っ
て
し
ま
っ
て
」。

大
学
卒
業
後
、
就
職
し
た
一
般
企
業
を
３
年

で
退
職
。
四
条
木
屋
町
の
イ
マ
ー
ジ
ア
ム
ビ
ル

で
予
約
受
付
の
バ
イ
ト
を
す
る
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
が
、
京
都
発
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
カ

イ
ト
ラ
ン
ド
」
の
求
人
を
耳
に
し
、
「
流
さ
れ

る
ま
ま
」
に
就
職
。
し
か
し
営
業
職
は
合
う
は

ず
も
な
く
、
し
ば
ら
く
社
会
人
を
お
休
み
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
時
期
、
支
え
に
な
っ
た

の
が
喫
茶
店
で
過
ご
す
時
間
だ
っ
た
。

「
今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
通
っ
た

の
は
西
大
路
に
あ
っ
た
『
コ
ー
ヒ
ー
ガ
ー
デ

ン
』。
マ
ス
タ
ー
は
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
ら

し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
る
け
ど
、
そ
れ
以
外
は
放
っ

て
お
い
て
く
れ
る
距
離
感
が
心
地
よ
く
て
」。

喫
茶
店
に
憧
れ
、
マ
ス
タ
ー
の
修
業
先
だ
っ

た
祇
園
縄
手
の
「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
縄
手
通
り
」

で
働
く
こ
と
を
決
意
。
高
齢
だ
っ
た
女
将
さ
ん

の
手
と
な
り
足
と
な
り
働
く
う
ち
に
す
べ
て
を

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
初
め
て
「
自

分
で
も
喫
茶
店
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
思
い
が
芽
生
え
た
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
に
な
る 

そ
ん
な
風
景
が
見
た
く
て

そ
れ
か
ら
は
カ
フ
ェ
ブ
ー
ム
の
は
し
り
だ
っ

た
金
閣
寺
の
「
ロ
イ
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
で
店
長
を

経
験
。
人
間
関
係
に
疲
れ
て
辞
め
た
後
は
「
知

り
合
い
に
会
わ
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
京

都
中
央
市
場
に
在
籍
し
、
精
神
的
に
揉
ま
れ
て

無
敵
の
人
に
。
そ
れ
か
ら
は
洋
食
屋
、
イ
タ
リ

ア
ン
の
大
型
店
舗
、
カ
フ
ェ
の
掛
け
持
ち
で
あ

ら
ゆ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
が
、
あ
と
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
。
そ
ん
な
時
、
尊
敬
す
る

「
珈
琲
茶
館
」
の
マ
ス
タ
ー
か
ら
、
あ
る
言
葉

を
投
げ
か
け
ら
れ
る
。

１／コーヒーはハンドドリップの一杯立て。忙しい掛け持ち時代も
夢の喫茶店開業に向け、「家でコーヒーを淹れるのだけは毎日欠か
さなかった」とみよしさん。２／みよしさんにとって「コーヒーの
楽しさを教えてくれた存在」である「珈琲茶館」から仕入れ。ブレ
ンド珈琲 400 円（茶菓子付き）。３／マガジンラックには喫茶店の
舞台装置でもあるスポーツ新聞や週刊誌が。そばには老眼鏡も。

「
あ
ん
た
は
『
喫
茶
店
を
や
り
た
い
や
り
た

い
』
と
言
っ
て
死
ぬ
人
間
ち
ゃ
う
か
？
っ
て
言

わ
れ
て
、
悔
し
く
て
泣
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
帰

り
に
た
ま
た
ま
通
っ
た
の
が
こ
の
通
り
で
、
そ

の
時
に
こ
の
物
件
と
出
会
っ
た
ん
で
す
」。

時
代
は
カ
フ
ェ
全
盛
期
。
そ
れ
で
も
「
コ
ー

ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
お
っ
ち
ゃ
ん
が
新

聞
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
昭
和
な
喫
茶
店
を
や

り
た
い
」
と
い
う
思
い
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。

銀
の
ト
レ
ー
に
乗
せ
て
給
仕
す
る
ス
タ
イ
ル
、

白
衣
も
往
年
の
喫
茶
店
に
倣
っ
た
も
の
だ
。

「
店
を
や
っ
て
い
る
と
た
ま
に
『
今
が
最
高

の
喫
茶
店
！
』
っ
て
い
う
瞬
間
が
あ
る
ん
で
す
。

お
客
さ
ん
が
本
を
読
ん
だ
り
思
い
思
い
の
こ
と

を
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
室
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景
を
見
た
く
て
、
こ
の

仕
事
を
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

初対面の人との
コミュニケーションが苦手

MUTSUMI

MIYOSHI

おっちゃんが新聞を読むのが似合う、昭和な喫茶店。

「『今が最高の喫茶店！』
っていう瞬間がある」

チタチタ喫茶　 オーナー　みよしむつみCHITACHITA KISSA

1

最寄りバス停は「堀川丸太町」

チタチタ喫茶

京都市上京区椹木町通葭屋町角講堂町223 ／ 
☎075-823-2121 ／８時～ 19時／定休日：火
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「
好
き
な
人
と
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
場
所

で
や
り
た
い
」。
ホ
テ
ル
開
業
の
動
機
を
語
る

時
の
、
真
っ
直
ぐ
な
目
が
印
象
的
だ
っ
た
。

岩
崎
達
也
さ
ん
は
兵
庫
県
三
木
市
の
農
村
出

身
。
大
阪
の
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
関
西
を
離

れ
、
東
京
に
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
の
大
手
企
業
に
就
職
し
た
。

「
当
時
は
紙
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
転
換
期
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
今
の
よ
う
に
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
ど
う
使
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん

な
時
代
で
し
た
ね
」。

当
初
は
手
探
り
状
態
だ
っ
た
が
幸
い
に
も
時

代
が
追
い
つ
き
、
気
が
つ
け
ば
会
社
を
代
表
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
専
門
家
に
。

「
で
も
そ
れ
と
は
別
に
、『
君
は
本
質
的
に
は

何
を
し
た
い
の
？
』
と
何
度
も
聞
か
れ
る
社
風

で
、
自
分
は
何
が
し
た
い
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る

癖
が
つ
き
ま
し
た
」。

ニュー
ヨ
ー
ク
で 

雑
貨
の
世
界
に
開
眼

繰
り
返
す
自
問
自
答
。
そ
し
て
導
き
出
さ
れ

た
答
え
が
「
雑
貨
」
だ
っ
た
。

き
っ
か
け
は
社
会
人
３
年
目
の
時
、
友
人
を

訪
ね
て
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
。

「
友
人
が
住
む
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
に
泊
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
何
を
見
て
も

カ
ッ
コ
い
い
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」。

そ
し
て
帰
国
後
、
現
地
で
買
っ
た
雑
貨
を
レ
イ

ア
ウ
ト
し
た
自
宅
が
、
女
性
誌
の
イ
ン
テ
リ
ア

特
集
で
紹
介
さ
れ
た
。
手
応
え
を
感
じ
た
岩
崎

さ
ん
は
会
社
を
辞
め
て
友
人
と
と
も
に
縁
の
あ

る
京
都
で
小
さ
な
雑
貨
店
を
開
く
。
そ
こ
で
専

業
に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
自
身
は
大
手
Ｉ
Ｔ

企
業
と
京
都
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
次
々
と
転

職
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
開
業
資
金
の
確
保
を
し

た
の
ち
に
、
満
を
持
し
て
独
立
し
た
。

会
社
を
辞
め
る
の
に 

迷
い
が
な
か
っ
た
理
由

岩
崎
さ
ん
が
渡
り
歩
い
た
の
は
錚そ
う

々そ
う

た
る
大

企
業
の
役
職
だ
。
華
々
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
手
放

す
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

「
高
校
時
代
に
プ
ロ
野
球
を
目
指
す
ほ
ど
熱

中
し
て
い
た
野
球
が
故
障
で
で
き
な
く
な
っ
て
、

生
き
て
い
る
意
味
と
『
死
ぬ
時
に
な
に
が
で
き

て
い
た
ら
幸
せ
な
ん
や
ろ
う
？
』
と
考
え
た
。

そ
の
問
い
は
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
企
業
に
い

る
こ
と
を
必
須
条
件
に
す
る
よ
り
も
自
分
の
好

き
を
見
つ
け
て
、
何
か
を
残
せ
た
方
が
幸
せ
だ

と
思
っ
た
ん
で
す
」。

次
第
に
、
い
ろ
ん
な
個
性
あ
ふ
れ
る
仲
間
た

ち
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
む
の
が
楽
し
く
な
っ

て
き
た
。
そ
う
し
て
、
雑
貨
店
は
ク
ロ
ー
ズ
。

第
２
幕
の
「
触
っ
て
、
使
っ
て
、
泊
ま
っ
て
、

買
え
る
、
体
験
型
ホ
テ
ル
」
こ
と
「
マ
ガ
ザ
ン

キ
ョ
ウ
ト
」
は
誕
生
し
た
。

「
宿
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
先
輩
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
『
岩
崎
君
の
や
り
た
い
こ
と
は
雑
誌
っ
ぽ

い
ね
』
と
言
わ
れ
、
し
っ
く
り
き
た
ん
で
す
」。

「
マ
ガ
ザ
ン
」
と
は
マ
ガ
ジ
ン
（
雑
誌
）
と

イ
ン
（
宿
）
を
合
わ
せ
た
造
語
。
岩
崎
さ
ん

が
得
意
な
の
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
、
よ
り
よ
い
誌
面
な
ら
ぬ
場
所
づ
く
り
を
行

な
う
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
肩
書
は
編
集
長
で
あ
る
。

「
読
者
」
は
１
日
１
組
の
み
。
気
に
な
る
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
（
目
次
）
は
、
滞
在
を
通
じ
て
体
験

す
る
京
都
の
最
先
端
の
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
。

１／東京の古本屋の選書によるブックコーナーも。２／
様々な人が交差する場所。色んな色を混ぜるとできるグ
レーが全体のテーマカラーに。客室のすぐ隣が京都のアー
ティストの作品や旅のグッズを集めたショップになってお
り、好きな時に買い物ができる。宿泊は最大１組 5 名ま
でで１泊 2 日１名 5,000 円～。３／１階は宿泊者以外も
入店できるイベントスペースに。４／壁にはクリエイター
たちのさまざまな作品が展示されている。

死
ぬ
時
に
な
に
が
で
き
て
い
た
ら

幸
せ
な
ん
や
ろ
う
？

MAGAsinn KYOTO

最寄りバス停は「堀川丸太町」

マガザンキョウト

京 都 市 上 京 区 中 書 町685-1 ／ ☎075-202-
7477 ／月・水・金：16時～ 20時、土・日：
14時～ 20時 ※宿泊は無休

触って、使って、泊まって、買える、京都カルチャー体験型ホテル。

「自分の好きを見つけて、なにかを残せたら
幸せなんじゃないかと思ったんです」

マガザンキョウト　編集長　岩崎達也
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堀
川
丸
太
町
に
あ
る

完
全
無
料
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、そ
の
理
由
は
？

西
陣
と
呼
ば
れ
、
京
都
文
化
が
今
も
色
濃
く
残
る

堀
川
丸
太
町
。
一
方
で
密
な
人
間
関
係
に
な
じ
め
ず
、

離
れ
る
選
択
を
す
る
京
都
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
え
が
く
」
オ
ー
ナ
ー
福
岡
伸
雄
さ
ん

も
、
そ
ん
な
ひ
と
り
だ
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
豆
腐
屋
に
生
ま
れ
、
高
校
で

は
美
術
コ
ー
ス
で
洋
画
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
繊
維

関
係
の
会
社
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
く
が
、
物
足

り
な
く
て
退
職
。
転
機
は
26
歳
、
自
転
車
で
の
ア
メ

リ
カ
横
断
旅
だ
。
帰
国
後
は
喫
茶
店
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
経
営
を
経
て
自
由
に
絵
を
描
け
る
環
境
を
求
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ま
い
を
移
し
た
。
10
年
後
に
帰

国
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
30
年
間
、
京
都
に
は

戻
ら
ず
。「
た
ま
に
実
家
に
来
て
も
、
逃
げ
る
よ
う

に
帰
っ
て
た
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

65
歳
を
過
ぎ
て
人
生
の
先
が
見
え
始
め
、
こ
の
ま
ま

静
か
に
人
生
を
閉
じ
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
あ

る
出
来
事
が
。
実
家
の
測
量
の
立
ち
会
い
で
、
久
し
ぶ

り
に
こ
こ
堀
川
丸
太
町
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

「
滞
在
は
１
日
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
こ
の
街
を
歩
い
て
い
て
、
ひ
ら
め
い
た
ん
で
す
。

HO
RI

KA
W

A 
M

AR
UT

AM
AC

HI

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
し
よ
う
！
と
」。

以
前
は
町
家
と
ビ
ル
が
混
在
す
る
「
調
和
の
な
い

街
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
堀
川
丸
太
町
。
し
か

し
年
齢
を
重
ね
た
今
は
変
わ
っ
た
。

「
今
は
、
そ
ん
な
街
を
お
も
し
ろ
い
と
思
え
る
。

皆
、
健
気
に
住
ん
で
い
る
な
ぁ
と
思
っ
て
ね
」。

帰
京
か
ら
ほ
ど
な
く
、
高
校
時
代
の
同
級
生
と
共

に
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
喫
茶
店
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改

装
。
月
に
１
回
ペ
ー
ス
で
催
さ
れ
る
展
覧
会
は
す
べ

て
福
岡
さ
ん
に
よ
る
企
画
展
で
、
作
品
も
有
名
無

名
関
係
な
く
、
「
い
い
ね
」
と
思
え
る
か
ど
う
か
だ
。

こ
こ
が
初
め
て
の
発
表
の
場
と
い
う
作
家
も
多
く
、

年
齢
も
幼
稚
園
児
か
ら
70
代
の
ご
老
人
ま
で
と
様
々
。

「
自
分
自
身
の
作
品
を
見
て
欲
し
い
と
い
う
の
も

あ
る
け
ど
、
無
名
な
作
家
に
発
表
の
場
を
提
供
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
ね
」。

一
般
的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
レ
ン
タ
ル
料
が
発
生
す

る
が
、
「
え
が
く
」
は
完
全
無
料
。
今
は
家
賃
収
入

と
新
聞
配
達
で
運
営
費
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
福
岡
さ
ん
を
突
き

動
か
す
原
動
力
と
は
な
に
か
？

「
満
た
さ
れ
な
い
想
い
や
ね
。

喫
茶
店
が
９
年
続
い
た
か
ら
、

そ
れ
よ
り
長
く
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
10
年
は
や
り
た
い
」。

ま
る
で
20
代
の
よ
う
な
熱
さ

と
青
さ
が
ほ
と
ば
し
る
福
岡
さ

ん
は
、
齢
67
。
今
、
そ
の
全
力

投
球
が
ま
ぶ
し
い
。

自
由
に
生
き
る
人
が
多
い
街
、堀
川
丸
太
町
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
愛
知
を
経
て
、

こ
の
街
に
戻
っ
て
き
た
男
が
開
い
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ
っ
た
。

市
バス・
地
下
鉄
で
髙
島
屋
京
都
店・
京
都
マル
イ
に
来
店

「ｅｃｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
！

京
都
市
交
通
局
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京

都
店
、
京
都
マ
ル
イ
で
お
買
い
物
を
す
る
と
、
市
バ

ス
ま
た
は
地
下
鉄
で
利
用
で
き
る
乗
車
券
が
も
ら
え

る
「
ｅ
ｃ
ｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
第
９
弾

を
実
施
中
。

■
実
施
期
間　

　
髙
島
屋
京
都
店
：
２
０
１
９
年
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
２
０
２
０
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
京
都
マ
ル
イ
：
２
０
１
９
年
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
２
０
１
９
年
８
月
16
日
（
金
）
ま
で

■
内
　
　
容

⃝
 

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京
都
店
、

京
都
マ
ル
イ
に
て
５
０
０
０
円
以
上
の
お
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
ス
タ
ン
プ
を
１
個
押
印
し
ま
す(

１
日
に

つ
き
１
個
ま
で
と
し
ま
す)

。

※ 

お
買
い
物
日
当
日
に
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
い
た
だ

い
た
利
用
実
績
が
わ
か
る
、
以
下
の
対
象
乗
車
券
を
お
持

ち
の
方
が
対
象
で
す
。

⃝
	

期
間
中
に
ス
タ
ン
プ
６
個
を
集
め
る
と
、
ト
ラ
フ
ィ
カ

京
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
券
）
1
枚
と
交
換
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

■
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発
行
及
び
押
印
、
乗
車
券
の
引
換
場
所　

髙
島
屋
京
都
店　
１
階
正
面
案
内
所
及
び
７
階
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー

京
都
マ
ル
イ　
１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

（
対
象
乗
車
券
）

バ
ス
一
日
券
、
地
下
鉄
一
日
券
、
地
下
鉄･

バ
ス
一
日
（
二

日
）
券
、
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
、
市
バ
ス
専
用
回
数
券
カ

ー
ド
、
交
通
券
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
市
バ
ス･

地
下
鉄
各
種
定
期

券
、
京
都
市
が
交
付
す
る
敬
老
乗
車
証
・
福
祉
乗
車
証

最寄りバス停は「堀川丸太町」

ギャラリーえがく

京都市上京区椹木町通大宮西入中書町678
／☎075-812-6070／12時～18時／定
休日：水・木・金

「前乗り後降り方式」を
導入します！

トラフィカ京カードの
乗継割引額を拡充します

１割お得なトラフィカ京カードの乗継割引がさらに拡充します。 
お出かけの際は渋滞のない地下鉄で目的地の最寄り駅まで 
行き、そこからバスを利用するとよりスムーズに移動できます。

●対象系統　洛バス100号系統、東山シャトル（臨時便）
●乗 り 方　①前扉から乗車　②運賃先払い　③後扉から降車
●そ の 他　�トラフィカ京カードや交通系ICカードによる乗継割引は、

乗車時の運賃支払い時から起算されます。

市バスの混雑対策として

お得で便利な乗車券で、

地下鉄とバスを組み合わせて移動をスムーズに！

平成31年

３月16日㈯より
実施実は試験運転の日に、

このバス乗ったんです！

スムーズに乗車できて

とっても楽チンでした。

トラフィカ京カードは 
いつも愛用してます！ 
乗継割引がさらにお得
になって嬉しい！

京都市交通局からのお知らせ

問合せ先
☎075−863−5132／ FAX075−863−5128

（平日：午前8：45〜午後5：30）

問合せ先
ナビダイヤル：0570−666−846（午前7：30〜午後7：30）
ＦＡＸ：075−752−6071（三条京阪定期券発売所）

※平成31年3月16日から「バス」は市バス又は京都バス
地下鉄・市バス・京都バスで利用できます

京都市バス
大ファンの
翼くん
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「
古
典
落
語
」
と
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と
敷
居

が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。だ

が
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
創
ら
れ
た
演
目
の

登
場
人
物
は
、
と
こ
と
ん
ア
ホ
だ
っ
た
り
、

く
そ
ま
じ
め
だ
っ
た
り
、
ど
こ
か
愛
す
べ
き

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
善
人
た
ち
。
つ
い
共
感
し

て
し
ま
う
よ
う
な
人
間
味
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
「
そ
ん
な
登
場
人
物
が
古
典
落
語
の
魅
力

で
す
。
た
だ
、
同
じ
ネ
タ
で
も
噺

は
な
し

家か

に
よ
っ

て
、
そ
の
人
物
像
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
く

る
ん
で
す
よ
」。
登
場
人
物
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
誇
張
し
、
命
を
吹
き
込
ん
で
い
く
の
が
落

語
家
の
醍
醐
味
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
雀
々
さ
ん
の
師
匠
、
故
・
桂
枝
雀
さ
ん

だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
打
ち
破
る
よ

う
な
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
豊
か
な
表
情
、

軽
妙
な
語
り
口
の
「
見
せ
る
落
語
」
で
一
時
代

を
築
い
た
元
祖
「
上
方
落
語
の
爆
笑
王
」
だ
。

　

住
み
込
み
の
内
弟
子
時
代
、
い
つ
見
て
も
落

語
の
稽
古
ば
か
り
し
て
い
た
師
匠
が
あ
る
時
、

こ
う
言
っ
た
。「
私
の
息
づ
か
い
と
間
合
い
、
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
表
情
を
盗
む
こ
と
が
、
あ
な
た

の
勉
強
な
ん
で
す
よ
」。
師
匠
の
稽
古
は
自
分

に
見
せ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
気
づ
く
。
さ
ら

に
、
師
匠
は
続
け
た
。「
落
語
は
10
の
う
ち
、
言

葉
は
3
か
4
で
い
い
ん
で
す
。
落
語
家
は
語
り

べ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」
と
。
雀
々
さ
ん
は
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
師
匠
譲
り
の
熱
心
さ
で
稽
古
を

重
ね
、
師
匠
が
確
立
し
た
「
見
せ
る
落
語
」
の

系
譜
を
受
け
継
い
だ
。

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
ひ
と
つ
「
手

ち
ょ
う

水ず

廻ま
わ

し
」

は
、
そ
ん
な
見

て
楽
し
め
る
要
素
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
演
目

だ
。
と
あ
る
田
舎
の
旅
館
で
の
朝
、
大
阪
か
ら

来
た
宿
泊
客
の
男
の
ひ
と
言
が
、
ド
タ
バ
タ
劇

を
巻
き
起
こ
す
。「
手
水
を
使
い
ま
す
ん
で
、
こ

こ
に
廻
し
て
く
だ
さ
い
な
」。「
手
水
」
は
お
湯

の
入
っ
た
器
と
洗
面
セ
ッ
ト
、「
廻
す
」
は
持

っ
て
く
る
こ
と
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
旅
館
の

旦
那
た
ち
は
、
な
じ
み
の
な
い
大
阪
の
言
葉
の

意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
物
知
り
の
住
職
に
相
談

し
、「
ち
ょ
う
」
は
「
長
」、「
ず
」
は
「
頭
」、

つ
ま
り
「
長
い
頭
を
回
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
味
だ
と
教
わ
る
。
な
る
ほ
ど
、
宿
泊
客
は
隣

村
に
住
む
長
い
頭
の
男
の
う
わ
さ
を
聞
き
つ
け

て
見
物
に
来
た
の
か
と
解
釈
し
、
そ
の
男
を
呼

び
寄
せ
た
。
男
は
宿
泊
客
の
前
で
長
い
頭
を
回

し
始
め

―
。

　

こ
の
場
面
、
雀
々
さ
ん
は
高
座
で
腰
を
起
こ

し
、
座
布
団
の
上
で
膝
立
ち
し
た
か
と
思
う
と
、

長
い
頭
に
見
立
て
て
右
腕
を
グ
ッ
と
伸
ば
す
。

「
頭
を
回
す
、
ぐ
る
ぐ
る
回
す
、
長
い
頭
は
ち
ょ

う
ず
だ
よ
～
」
と
節
を
つ
け
て
歌
い
な
が
ら
、

体
ご
と
大
き
く
ぐ
ー
る
ぐ
る
。「
見
せ
る
落
語
」

の
真
骨
頂
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と
と

ぼ
け
た
表
情
、
観
客
の
想
像
力
と
が
溶
け
合
っ

て
、
ま
る
で
目
の
前
に
長
い
頭
の
男
が
存
在
す

る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
る
。
笑

い
す
ぎ
た
観
客
の
「
死
ぬ
ぅ
」
と
い
う
声
が
寄

席
に
響
き
、
さ
ら
な
る
爆
笑
が
わ
き
起
こ
っ
た

こ
と
も
。
ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の
一
幕
だ
。

　
「
お
客
さ
ん
が
び
っ
く
り
す
る
『
飛
び
出
す

絵
本
』
の
よ
う
な
落
語
を
披
露
し
た
い
ん
で

す
よ
。
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
て
『
あ
の

登
場
人
物
に
も
う
一
度
会
い
に
行
き
た
い
な
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
落
語
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
」。

　
「
見
せ
る
落
語
」
の
噺
家
は
ご
く
ご
く
少
数

派
。
雀
々
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

や
っ
て
来
た
の
は「
手
ち
ょ
う

水ず

」な
ら
ぬ「
長
ち
ょ
う

頭ず

回
し
」。

　「
♪
長
い
頭
を
ぐ
ー
る
ぐ
る
、長
い
頭
は
ち
ょ
う
ず
だ
よ
～
」。

「上方落語の爆笑王」桂雀 さ々んを案内人に、
古典落語の魅力を紹介する新連載。
どうぞ一席お付き合いのほどを―。

vol. 01「手水廻し」編

かつら・じゃくじゃく
1960年、大阪市住吉区出身。1977年、16歳
のときに上方落語の桂枝雀に入門、同年に初舞
台を踏む。上方お笑い大賞最優秀技能賞（2002
年）など受賞歴多数。独演会を精力的に開催しな
がら、テレビや映画に数多く出演し、タレント・俳優と
しても活躍。2011年に活動拠点を東京に移し、芸域
を広げている。著書に「必死のパッチ」（幻冬舎）。

全国ツア
ーやりま

す！

くわしく
は43ペー

ジを

見てちょう
だい～！
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アトムスーツ
vol.05

ス
ー
ツ
」
を
着
て
探
訪
す
べ
く
乗
り
込
ん
だ
。

　
「
ア
ト
ム
ス
ー
ツ
」
は
、
眼
や
胸
、
腹
部
、
生
殖

器
な
ど
、
人
体
に
と
っ
て
重
要
な
箇
所
に
放
射
線

を
検
知
す
る
ガ
イ
ガ
ー
＝
ミ
ュ
ラ
ー
管
が
取
り
付

け
ら
れ
、
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
、
鉄
や
ビ
ニ

ー
ル
で
覆
わ
れ
て
い
る
ヒ
ト
型
放
射
線
感
知
ス
ー

ツ
。
放
射
線
を
検
知
す
る
と
、
胸
に
付
け
て
い
る

カ
ウ
ン
タ
ー
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
の
ス
ー
ツ
は
、人

間
が
創
り
出
し
た
放
射
線
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙

線
も
含
め
た
自
然
放
射
線
を
検
知
す
る
こ
と
で
、

知
覚
を
拡
張
す
る
「
放
射
線
感
知
服
」
と
し
て
企

画
さ
れ
て
い
る
。

　

ヤ
ノ
ベ
が
訪
れ
た
場
所
は
、
半
径
30
㎞
圏
内
は

人
が
住
ん
で
は
い
け
な
い
立
入
禁
止
区
域
だ
。
だ

が
実
際
に
は
、
疎
開
を
拒
否
し
た
り
、
自
主
的
に

帰
還
し
て
生
活
し
て
い
る
中
高
年
の
自
発
的
帰
還

者（
中
に
は
3
歳
の
子
供
さ
え
も
…
…
）が
た
く
さ

ん
い
て
、
物
々
し
い
格
好
で
訪
れ
た
ヤ
ノ
ベ
を
歓

迎
し
た
り
、
時
に
罵
倒
し
た
り
し
た
。
自
身
の
被

る
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
感
じ
る

違
和
感
。
自
発
的
帰
還
者
と
自
分
と
の
あ
い
だ
に

あ
る
隔
た
り
と
ギ
ャ
ッ
プ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

ヤ
ノ
ベ
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
で
出
会
っ
た
人
々
に
対
す
る
あ
る
種
の

贖し
ょ
く

罪ざ
い

意
識
を
背
負
い
込
む
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
人
類
が
起
こ
し
た
そ
れ
ら
の
出
来

事
を
伝
え
る
使
命
感
の
よ
う
な
も
の
が
芽

生
え
て
い
く
。
以
降
、「
ア
ト
ム
ス
ー
ツ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
各
地
で
展
開
し
、
こ
れ
ら

の
思
い
を
「
ど
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
解
消
し

て
行
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
作
品
を
作
り
出
す

よ
う
に
な
る
。

　

1
9
9
5
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
と

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
。
強
固
だ
と
思
っ
て
い
た
現

代
都
市
が
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し
た
こ
と
。
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
影
響
を
受

け
た
世
代
が
破
滅
的
な
テ
ロ
事
件
を
起
こ
し
た
こ

と
。
日
本
で
起
こ
っ
た
2
つ
の
大
事
件
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
も
、
94
年
か
ら
渡
欧
し

て
い
た
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
は
、
現
場
と
遠
く
離
れ
て

い
る
自
分
の
中
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
ら
れ
ず

に
い
た
。
ま
た
、
自
分
と
同
世
代
が
起
こ
し
た
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
つ
い
て
は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
、
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
育
ま
れ
た
「
幻
想
・

妄
想
」
を
持
つ
自
身
を
俯
瞰
し
、「
一
歩
間

違
え
ば
自
分
も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
恐
怖
す
ら
感
じ
て
い
た
。
自
分
の

肥
大
化
し
た
妄
想
と
喪
失
し

た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
埋
め
た
い

と
い
う
衝
動
。
自
分
の
創

作
と
身
体
を
介
し
て
な
ん

と
か
そ
れ
を
解
消
し
た
い

と
い
う
欲
求
。
そ
こ
か
ら

思
い
立
っ
た
の
が
「
ア
ト

ム
ス
ー
ツ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
だ
。

　

当
時
、ヤ
ノ
ベ
が
住
ん
で
い
た
ベ
ル
リ
ン
と
は
比

較
的
近
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
キ
エ
フ
州
の
北
部
に
あ

る
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
。
1
9
7
0
年
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
を
稼
働
す
る
た
め
建
造
さ
れ

た
都
市
で
、
事
故
直
前
の
人
口
は
約
4
9
3
6
0

人
、
大
半
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の

従
業
員
と
そ
の
家
族
だ
っ
た
。
ま
さ
に
原
発
建
設

と
合
わ
せ
て
創
建
さ
れ
た
計
画
都
市
だ
。
奇
し
く

も
1
9
7
0
年
は
、
幼
か
っ
た
ヤ
ノ
ベ
が
「
未
来

の
廃
墟
」
と
い
う
発
想
を
与
え
ら
れ
た
大
阪
万
博

の
あ
っ
た
年
。
奇
縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
害
に
あ

っ
た
こ
の
都
市
に
、
97
年
、
ヤ
ノ
ベ
は
「
ア
ト
ム

モリのいる場所 
2018│日│99分
監督：沖田修一│出演：山﨑努、樹木希林、加瀬亮、
光石研、青木崇高、吹越満、きたろう、三上博史

3/2（土）公開

アトムスーツ
ヒト型放射線感知スーツ。人体の繊細な器官（眼球，臓
器，生殖器など）の各部分にガイガー＝ミュラー管を装着
しており、各管を通過する放射線を検知するたびに閃光
を放ち、音が発生。その合計数をカウントしていく。人
はこれを装着することにより、アトランダムに降り注ぐ宇
宙線、自然放射線、あるいは人為的につくられた放
射線を感知する「地球のアンテナ」となる。敬愛する

「鉄腕アトム」へのオマージュとして命名した。
ガイガーカウンター、PVC、ストロボライト、他
75×60×175cm　1997年

Atom Suit

©2017「モリのいる場所」
製作委員会
http://mori-movie.com/

ヤノベケンジ
現代美術家。京都造形芸術
大学美術工芸学科教授。ウルト
ラファクトリーディレクター。1965年大
阪生まれ。1991年京都市立芸術大
学大学院美術研究科修了。1990
年初頭より、「現代社会におけるサヴ
ァイヴァル」をテーマに実機能のある
大型機械彫刻を制作。幼少期に遊
んだ大阪万博跡地「未来の廃墟」を
創作原点とし、ユーモラスな形態に

社会的メッセージを込めた作品群は国内外で高評価を得る。1997年放射線感
知服《アトムスーツ》を身にまといチェルノブイリを訪れる《アトムスーツ・プロジェク
ト》を敢行。21世紀の幕開けと共に、制作テーマを「リヴァイヴァル」へと移行。腹
話術人形《トらやん》の巨大ロボット、「第五福竜丸」をモチーフとする船《ラッキー
ドラゴン》を制作し、火や水を用いた壮大なパフォーマンスを展開。2011年震災
後、希望のモニュメント《サン・チャイルド》を国内外で巡回。『瀬戸内国際芸術祭
2013』、『あいちトリエンナーレ2013』に出展。　http://www.yanobe.com/

　30年間一歩も家の外へ出ることなく、庭の生命を見つ
め描きつづけた伝説の画家・熊谷守一とその妻の晩年の
ある一日を描いた心あたたまる人間ドラマ。草木が生い
茂りたくさんの虫や猫など生き物たちが住みついている
モリの庭はまるで桃源郷のよう。そうしてじっと小さな
生命を眺めるモリがだんだん仙人に見えてくる。映画を
観ながらいろいろなことを考えたけれど、やっぱり猫が
かわいい。大好評につき今回で 3 回目の上映です。

谷口正樹
Masaki Taniguchi

京都シネマ副支配人。
映画漬けの日 を々送る。

京都シネマ
www.kyotocinema.jp
京都市下京区烏丸通四条下
ル西側  COCON烏丸3F
☎075-353-4723

上映情報のご確認はこちら

料理雑誌『レタスクラブ』の
松田紀子編集長と、本誌円城
新子編集長の公開往復書簡。ユニ
オン・エーのウェブサイトでバックナンバーも含めて読
めます。今号のテーマは「ＳＮＳはどういう意味合いで
発信してる？」フェイスブックでまめに情報を発信する
松田編集長が答えます！

ＳＮＳっ
て

活用して
る？

京おんなクイズ
本物を知る京おんなが本誌の内容から１問を出題します！ 答えは
必ず、本誌に書かれています。じっくり読んで、答えて下さいね！

京都マラソン当日、トヨタカローラ京都が”想い”
の詰まった横断幕を掲げて、ランナーを応援し
たのは何キロ地点でしょう？

出題の答えと、①年齢性別 ②ハンケイ500mの入手場所 ③面白
くなかった頁 ④面白かった頁、その他ご感想やご意見などござい
ましたらお書き添えの上、応募先までメールをご送信下さい。正解
者には抽選で商品をプレゼントいたします。当選者には直接メール
にてご連絡いたします。※応募の段階で名前や住所などの記入の
必要はありません。

応 募 先： answer@hankei500.com
締め切り： 2019年5月1日 am0:00

前回の答   ●五建ういろ本店

問題を解くと抽選で素敵なプレゼントが当たります！

京都シネマ 映画鑑賞券
3名様にプレゼント！

市営地下鉄ラック以外の設置箇所の確認や
バックナンバーはHPからどうぞ！

次号は2019年5月10日発行予定です！
南東へ向かいます。

企画・編集・営業・制作：
株式会社 union.a
円城新子
中山みゆき
呉　玲奈
北原靖浩
北村匠海

表紙絵・ロゴデザイン： 
森　華

誌面デザイン・ライティング： 
こうめ工房
Design Maple
もりはなぐみ
吉田志帆
薄雲鈴代
栗田京子
中岡ひろみ
長尾よう子
ノリオ
小坂知博
中岡暁子

撮影： 
モスグリーンスタジオ

デザイン・データ制作： 
八木義明（A-vik）

印刷： 
株式会社アイ・サポート
株式会社DNPマルチプリント

配布協力： 
株式会社実業広告社
カネヨシ商事株式会社
Kiyu工房
京都館

協力： 京都市交通局

staff
vol.48  2019年3月10日発行 

安心と信頼をお届けする警備のパイオニア

株式会社エムティー
事業本部：大阪市都島区片町2丁目2-40
京橋大発ビル2F　☎06-6353-5678
http://www.mt-security.co.jp

Quality Life　　　　　　　　　　何にも代えがたい瞬間がある。
　　　　　　　　　　　　それは人生にふっと訪れたりするもの。
　　大切な人たち、特別な場所、かけがえのない時間。
　　　　　　　　　　人生の大切なシーンに私たちは寄り添っている。

CiNEMA

quiz information

web

にっぽん、
まるごと笑わせまっせ！ 
二〇一九

上方落語の爆笑王・桂雀々が魅せる、
はじめての全国ツアー！

“上方落語の爆笑王”と呼ばれる、今最も人気のある落
語家・桂雀々が初めての全国ツアーに挑戦！
その名も「にっぽん、まるごと笑わせまっせ！2019」。
桂雀々さんの特徴である身体を使った大きな動きによ
り、まるで登場人物がそこにいるかのような面白さの
ある古典落語を是非体験してみよう！

アトムスーツ・プロジェクト：チェルノブイリ （1997）

第
10
回

主催：BSフジ　企画・プロデュース：ラルテ　制作：キョードー東京

2019.8.18（日）
NHK大阪ホール
開場 12：30／開演 13：00
料金 4,000円（全席指定） ※未就学児入場不可

一般発売日：4月6日（土）

キョードーインフォメーション
TEL 0570-200-888 

お問い合わせ
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